
株式会社アトレの台湾現地法人「JR東日本台湾商業開発」が
台北駅地下商業施設の運営事業者に決定

報道関係者各位

<PRESS RELEASE> 2025年12月17日  
株式会社アトレ

この度、株式会社アトレ（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：髙橋 弘行、以下 アトレ）の台湾
現地法人である台灣捷爾東商業開発股份有限公司（本社：台北市、董事長：髙橋 弘行、以下 JR東日本
台湾商業開発）が、台北大衆捷運股份有限公司（本社：台北市、董事長：趙紹廉、以下台北MRT）が
実施した「台北駅地下1階B組(3號・5號区画)」の公募入札において運営事業者に決定したことをお知
らせいたします。

(1)目指す商業施設の姿

「通過する駅」から「暮らしのプラットフォーム」へ

日常的に駅を利用する層をメインターゲットに、
食を中心とした、日常に寄り添う魅力的なゾーンを形成します。

アトレが、これまでの日本国内におけるショッピングセンター開発や運営を通じて培ってきた知見を活
かし、駅を利用されるお客様に向けて新たな利用シーンを創出し、駅を「暮らしのプラットフォーム」
へ進化させることを目指します。

▲内観イメージ
※今後の設計・施工の都合により、デザイン・仕様等は予告なく変更される場合があります。
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(2)台湾：台北駅の特徴と出店場所

台北駅は、臺灣鐵路、台灣高速鐵路、台北MRTの淡水信義線・板南線、空港線である桃園大衆捷運(桃
園MRT)が乗り入れる台湾最大の交通ハブであり、1日の乗降客数は約50万人を超えます。

駅周辺には3店の百貨店・モールと5か所の地下街が集積しており、2030年頃にはさらに複数の大型商
業施設が開業予定であるなど、台湾随一の高い商業ポテンシャルを有するエリアです。

左：台北駅構内位置図 右：区画詳細図

(３)事業者概要：現地法人「JR東日本台湾商業開発」について

JR東日本台湾商業開発は、台湾市場における駅および駅周辺のショッピングセンター開発・運営、並
びにコンサルティング事業を担う法人として2025年4月に設立されました。

JR東日本グループの経営ビジョン「勇翔2034」における、ライフスタイル・トランスフォーメーショ
ン（LX）※の実現に向けた取り組みとして、アトレが駅を中心とした商業施設の開発・運営を通じて
日本国内で培ってきた駅ビル運営のノウハウを台湾市場に最適化させ、事業を展開してまいります。
※ライフスタイル・トランスフォーメーション（LX）とは：社会課題や潜在ニーズに向き合うことでお客さま・地域の皆さま
の生活様式を革新し、思いやりとワクワクにあふれる社会を創り、新たな未来をデザインするという考え方

※画像はイメージです。



【本件に関するお問い合わせ】

株式会社アトレ 総合企画部 海外事業プロジェクト 担当：ソムプラキット、青木

 E-mail：taiwan@atre.co.jp

■施設・事業者概要

■施設概要

出店場所  ：台北MRT台北駅地下1F商業区画(仮) 3號・5號

所在地    ：台北市中正區黎明里忠孝西路一段49號

施設名称 ：未定

契約面積 ：約543㎡

■本事業会社・SC運営会社概要

会社名 ： JR東日本台湾商業開発(台灣捷爾東商業開発股份有限公司) 

代表者 ： 董事長 髙橋 弘行

所在地 ： 台北市中山区南京東路一段15號3樓 One & Co内

設立 ： 2025年4月16日

資本構成 ： 株式会社アトレ97.5％

 JR東日本台湾事業開発(台灣捷爾東事業開發股份有限公司)2.5％

※2025年11月に株式会社アトレが資本参加

資本金 ： 2億台湾元（約10億円） 

事業内容 ： 台湾における駅および駅周辺のショッピングセンターの開発・運営、

 開発・改装のノウハウを活かしたコンサルティング提案

■株式会社アトレ概要

所 在 地：東京都渋谷区恵比寿4丁目1番18号 恵比寿ネオナート6F

会 社 設 立： 1990年4月2日

資 本 金： 16億3千万円

代 表 者： 髙橋 弘行

事 業 内 容： 駅ビルの管理および運営等

運 営 施 設： アトレ恵比寿、アトレ品川、アトレ吉祥寺、アトレ上野 他
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